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106.持久的トレーニングがヒト勢絡筋

ミトコンドリア DNAの突鱈変興の語審

議iこ及 iます影響
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(密約)ミトコンドリア内 lこは教とは別に独自の

DNA (mtDNA) が存設することが知られている.

近年，加齢 iこ伴う諸機能の低下ゃいくつかの疾態

は mtDNAの突然変築が綿飽内!こ蓄積するこのと

によって生じるという可能性が報告され t i.主毘さ

れつつある.これらの変異は活性酸薬種からの攻

撃などによって生じるため，突競変糞の蓄積と運

動との簡に何らかの鰐{系があることが予懇される

が，これまで務者の関係について錦ペた研援はみ

られない‘そこで本研究では、持久的トレーニン

グがヒト骨格筋における mtDNAの突然変異の蓄積

にどのような影響を及ぼすのかについて検討する

ことを密約とした。

(方法)被検者には鍵常な成年男子 14名を渇いた。

これらの被検者は常EE(7名)と低EE(2500m総

当:7名)環境下において、自転車工 jレゴを摺い

た持久約トレーニング (70%VO抑制)を 1B 1時

間‘選 3.5日、 8i謹務行った。被検筋は、 トレーニ

ング前後iこ筋生検により外部1広務から持た。mtDNA

の突然変異の分析には nested PCR法を鰐い、

なommondeletlonと呼ばれる札977bpの欠失を容

した mtDNAの存在の有無!こよってトレーニングに

よる影響を辞儀した。なお、JlII濠における mtDNA

の突務変異の蓄積についても検討を行った。

〈結果と考察)これまでの研究むよると，鍵議一

般若年者では，骨絡筋及び議液中において mtDNA

の commondeletlonはみられないとされていたが，

本研究ではトレーニング前においですでに穏で約

54% t 血液で 36%の都合で deletionの存在が鑓め

られた.また t 2ヶ湾問のトレーニングは，その

都合を増加させる綴向にあった.今臨感いた方法

は t common de!etionの存寵の有無のみを検討し

たものであって，その麓約繍葱について抵検討が

不可能であった.今後，定鑑 PCR法を導入して，

盤的機磁を含めて検討するお警毒性が認められた，
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